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山 に 滋
且 る

海 野 徳 二

私 は旭 川 に住 む よ うに なっ て か ら、年 に一度 は 山 に 登

嶺,大 雪 山系 の 眺 め が教 室 の窓 か ら良 く見 えて、 四 季 を

通 じての 美 し さに魅 せ られ た せ い もあ る が、体 力テ ス ト

のつ も りも あ る。学 生 時代 か ら比 べ る と{・キ ロ以 トも 肥

っ て しまっ たの だ か ら、 い わ ばい つ で も荷物 を担 い で い

るよ うな状 態 にあ る。 平地 を歩 いて い る時 は た い した こ

と は ないの だ が 、体 重 を垂 直 方向 に移 動 す る と な ると息

が 切れ る、,っ ま り、階段 とか坂 道 とか は大 の苦 手 で 、III

に登 るこ とは絶 好 の 体 力テ ス トに・な る わけ で あ る。 と に

角、 や っ との 思 いで 頂}=に 辿 り着 い た時 は 、今 年 も何 と

か登 って 来 られ た と い う喜 びで 一 ば い にな る、,

山 に登 る時 は 当然 の こと な が ら 一歩 一.一歩 歩 いて行 く,,

息 が切 れて も疲 れて も誰iかが自分の代 わ りに歩 いて くれ る

わ け には い か ない。 せ いぜ い荷物 を持 って くれ る位 で 、

体 重 まで分 担 して貰 うこ と は出 きな いか ら、た か が知 れ

て い る.・,楽を して休 ん で い れば いっ まで た って も頂.上 に

達 す る ことは 川 きない 。 ど うして も 白分で や らね ば な ら

ない こ とが分 り切 って い る所 が好 きだ 。

現 代 は何 事につ けて も人 に頼 り過 ぎ るよ うな気 が して

な ら ない。 ど う しろ こ う しろ と要求 ばか り して い て 、 自

分で は何 も しな い人 は 一回 山 に登 って み れば良 い と思 う。

自分 で や らね ば な らな い こ とが は っ き り分 るか ら。

患 者と医 者 との 関係 も同 じよ うで あ る。.一一歩一歩 努 力

して病 気 を治 して い くの は 患 者 自身 で あ って 、医 者は 早

く項 ヒに到達LII1きるよ うに と、荷物 を持 って や った り、

こっ ち を通 っ た方 が よ い とア ドバ イ ス して や っ た り、 山

道 の 岩 をど けて や っ た りして い る に過 ぎない.,医 者 に病

気 を治 して 貰 った ので も なけ れ ば、 医 者が病 気 を治 して

や った の で も な いのだ 。

この 辺 の所 を患 者 も医 者 も誤 解 して い る場 合 が少 くな

い よ うで あ る。 医 者 が治 して くれ るもの だ と思 って い る

か ら、勝 弄気 儘 な生 活 を しな が ら治 せ治 せ と い う。良 く

な ら ない の は医 者が 一生 懸 命 や らな い か らで 、現 在 の医

療 制 度 に問題 があ るの だ と講 って 、 よ り良 き医 療 を と要

求 す る、,医療 制度 に問 題 が あ るの も 事実 だ が 、 それ だ け

を論 じて いて/lが 旨 くい くわ けで は ない。

医 者の 方で もあの 患 者 を治 した の は 自分 だ と思 っ て い

る、、そ う思 ・)てい る か ら患 者 か らの訴 えに対 して次 か ら

次 へ と投 薬す る。 当大 学 附属 病 院 で は 一患 者… カル テ制

で あ る か ら心 配 ないの だ が 、足 の痛 いの は整 形 外科 、頭

の痛 い の は内 科 、の ど が痛 いの は耳 鼻科 と い うよ うに各

科 を か け持 ちで 廻 って くる と、 薬 が買 物 籠.・杯 の量 に も

な ると い う。患 者 の方 で もど こか痛 いの を治 して くれ る

の は どの 科 の医 者 と きめ て か かっ て い るか ら、他 科 か ら

の投 薬 にっ い て は一.一言 も喋 ろ うとは しない。 急性 中 耳 炎

は 風邪 の 一部 の よ うな もので あるの に、風 邪 は小 児科 、

中 耳 炎は耳 鼻 科 と決 めて か か る と、小 児科 と耳 鼻科 か ら

同 じ薬 を 二重 に貰 って し ま うこ とに も なる。

癌 の ∫ヒ術 につ い て 考 えてみ よ 洗 、手 術 を うけるた め に

入院 す る期 間 で さえ も、病 気 が発 見 され て か ら社 会 復帰

出 きるよ うに なる期 間 に比 べ れ ば短 いの に、 ま して 弄術

その もの は 全体 の ご く一一一部分 に過 ぎ ない。 丁・術 の 術 者 が

{ε役 者の よ うに見 られ るの は何 と も頷 け な い話で あ る,、

術 者は腫 瘍 組織 を 切除 す る とい うお 郭伝 い を してい る だ

けで ある。 入 院 は道 に迷 うこ とが無 い よ うに道 標 を 、匠(

て お いた り、案 内 人 がつ いて い る期 間 で あ る、,治って 社

会復帰 して い くの は、 あ くまで患 者 自身 の 意志 と努 力 に

よ る。

最 近 は病 院 の 老 人ホ ー ム化 とい う話 も聞 く、,先日あ っ

た 事 だ が老 人 の急 性 中耳 炎 を入院 して治 療 させた い と家

族 に申 し出 られ て驚 い た こ とが あ る。家 が遠 くで 不便 だ

か ら付 き添 って通 わせ られないとい う。 何処 です か と'iSね

た らII光 だ とい う、,治療 は通 院 で 、休 養は家 庭 で と話 し

た ら来 な く なっ た,,入 院 治 療 を承 知 して くれ た病 院 に行

った の だ ろ う。 老人 自身 も病 気 は医 者 が治 す もσ)で、 看

護 は 看護 婦 の や る こ とだか ら、入 院 して治療 す るこ と に

全 く疑 問 を抱 か ない し、家族 は家族 で完 全 看護 の病 院 が

出 きて ∫・問 が 省 けた と思 って い る。 欧米 で は既 に叫 ばれ

て い る こ とだ が、家 族 か ら看護 す る 喜 び を奪 りて は な ら

ない な ど とい う高 尚 な こ とは 、現 在のi本 の 社会 で は所

詮無 理 なよ うだ、、

こ ん な こ とを考 えな が ら ・歩 一歩 登 って行 く,,普 通 の

人の何 倍 も休 み を と りなが ら、,

今 年の 夏 は教 室 の 人 や看護 婦 さん達 に も参加 して貰 り

て 、黒 岳 ・旭 岳 の縦 走 を計画 した。 黒 岳 を登 った と こ ろ

で台 風 の 影響 に よ り中1Lせ ざる を得 な かっ たの は何 と も

残念 で あっ た。 来 年の 夏に は是 非実 現 させ た いもの だ と

思 って い る、,皆 きん も参 加 され ませ ん か 。

(耳 鼻咽 喉科 学 講座 教授)
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円 中 の

牧
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幹 男

嘱 漉

1960年 の 夏の あ るfii朝、 私 は米 国 の あ る病 院 の地 ド1

階 に あ る死体 安 置 室 に 、層疋って い た。側 には黒 人の オ ー ダ

リー(雑 役 夫)ジ ョー ・ス ミ/が お り、彼 は1つ1つ の 冷

蔵 庫 の扉 を開 け 、私 は死 体 と夜 勤婦 長 室 か らの 名簿 の照

合 を始 めた 。その 日、病 理 部 の ㌔li番で あ る私 は 、他 の レ ジ

デ ン トな どの 分担 を決 め 、仕 事の段 取 をす るの が朝 の第

1の 役 目で あ った。

3屍 体 の確 認 を終 っ た後 で 、第4の 冷 蔵庫 の 扉 に 名 前

の ないtl札 がつ いて い るの を不 審 に思 い、 ジ ョー に 扉 を

開 け るよ う目で 合図 した。 ジ ョー が台 を引 き出 し白布 を

取 除 い た。 そ こ には熊 の よ うに逞 しい体格 の 黒 人 の屍 体

が うつ む けに横 た わ って い た,,背 中 には 巾広 い ガーゼ が

テー プ で とめ られ て お り、 その 端 か ら1筋2筋 の どす 黒

い血 が流 れ て いた。 屍 体 の側 の ガーゼ の 包み の 中 に は、

長 さ30cmほ どの 、柄 に同様 に黒 い血 糊 のっ いた 短 刀 が置

かれ て いた。 「何 だ い これ は.〃」私 はび っ くり して言 っ

た。 「さ一♪き夜 勤婦 長 室 で聞 い たDOA(Dea止onArr-

ivaDだ と思 うよ、ドック。」 ジ ョー は続 け た。 「真 夜 中

に黒 人 ど う しで喧 嘩 が あ り、1人 が短 刀で 背 中 を刺 され

て、病 院 に担 ぎ込 ま れた んだ って。 着 い た時 は も う死 ん

で'いた そ うだ よ。」

台 を押 し戻 し重 い扉 を閉 め なが ら、陣 く よ うな声 で ジ

ョー は 言っ た,,「 黒 人 とい うのはとんでもない奴 等 だ よ 、

ドッ ク。 夜中 に酒 をの んで 喧嘩 を し、 その あ げ くこの ざ

まだ.全 くあ きれた連 中 だ よ。」

私 は しば ら くあ っ けに と られ て、 ジ ョー の顔 をみっ め

て いた 。「しか しなあ 、 ジ ョー。 この国 の 歴 史は200年 だ

そ うだ が 、黒 人 は その間 ひ どい 目 に適 って 来 たん じゃ な

いの か?教 育 や仕 事 の チ ャ ン スな くて、 黒 人 だ け を責 め

るわ けに はい か ない じゃ ない か?」

今度 は ジ ョー が私 の顔 を ま じま じと見 る番だ 。 しば ら

くの 沈黙 の後 で 、 「ヤ ア ーそ うだ よ ドッ ク。今 に さ、今 に

この 国 に 共産i義 者 が や って来 て 、 こん な問 題 など な い

よ うに して くれ る さ、 き っ と!」

私 は 再 び驚 いて 、黒 人 と しては小 柄 で は あ るが 、 カモ

シカの よ うな柔 軟 な肉 体 をもつ ジ ョー が、躍 るよ うな手

振 りで話 す の を聞 いて いた。(そ うか、この 国の 下 層階 級

の黒 人 般 は 、 そん な風 に考 えて い るの か!)

XXXXX

それ か ら20年 経 っ た。 その 問 、 あの 国 で共 産主 義 者 が 、

問題 をす っか り解決 して しま った と 言 う話 は まだ聞 い て

い ない、、 その 後 私 は い ろい ろ な国で の体 験 や 見聞 を通 じ

て 、 人間 が 人 間 を差 別 す るの は、 人 間 の 本性 に根 ざ した

底深 い もの で あ り、 人種 差 別 は その もっ と も端的 な 表現

で あ り、 た とえ ば、 米国 で の黒 人は み じめ で ある が、 心

あ る 自人 も同様 に不安 でtxれ な存 在 で あ る こ とを よ うや

く学 ぶ こ とがで きた、、単一民 族 性 を誇 り、米 国 々民 の よ

う に長 い 年 月の 間 の訓 練 が 全 くで きてい ない 日 本 人は 、

我 々 が想像 す る以F.に 、 人種 差別 の民 族 で は ないの だ ろ

うか?そ うい えば 、最低 の 人種 差 別 の国 は 日本 で あ るこ

と を裏 書 きす るよ うな 事件 が 、過去 に も現 在 に も数 多 く

あ った ので は ない だ ろ うか?

最 近 のベ トナ ム難 民 問題 に対 す るfl本 政 府 や 日本 人 の

対応 の 仕 方 ほ ど、海 外 にお け るB本 の 評 価 を低 落 させ た

もの は ない よ うで あ る。 日本 に17年 在留 して い る とい う

ニ ュー ズ ウ ィー ク誌 東 京 支局 長 のB・ クリッシャー氏 は、

あ る雑 誌の 中 で次 の よ うに 書 いて い る、,

「f]本が国 際 社 会で 何 か 大 き な役割 を果 た すの は ヒ台 無

理 だ とす る、 た ぶ ん最 も強 い論拠 は、 一.、 日本 人 の性

格 その もの に根 ざ して お り、 そ れ は 要 す る に 、 民 族 的

優 越思 想 と、折 にふ れ て顔 をの ぞ かせ る外国 人嫌 いの2

つ で あ る。flは その 社会 を、 お そ ら く他 の どの国 も か

なわ な いほ ど巧 み に管理 して い る が、そ れは 大 リー グ(国

際 社 会 で の)の 仲 間 入 り とは やや ち ぐは ぐな閉鎖 社 会

で あ る、、実 際 、私 は ご く最近 まで 、H本 人の この側 面 を

本 当 に は知 らな いで い た。 卒直 に 言っ て17年 間 うっ か り

して い たの だ が 、 イ ン ドシナ の ボー ト ・ピー プ ル(海L

難民)に 対 す る最 近 の 目本 の態 度 ぽ ど、私 を して、 愛 す

るこの 国 に失 望 を抱 かせ た もの は な く、 日本 につ いて の

悪 い印 象 が突 如、何 か ら何 まで 甦 って きた の で あ った。」

「も し日本 が批 判 をか わす た め に金 を出す こ とだ け を考

えて い るの だ と した ら、 そ れ は賢 明 な金 の使 い方 で は な

い と思 う,,人 は何 も か も金 で買 え るわ けで は な く、 と り

わ け イ メー ジは金 で は買 えな い。」

我 々は 、好 む と好 ま ざ ると に拘 わ らず 、 どの よ うな 分

野 で も国 際 社会 で役 割 を果 たす よ う義 務 づ けられて いる、,

その よ うな行 動 を とろ うとす る時 、心 の 奥底 に ひ そん で

い る 人間 差別 や 人種 差 別 は 、我 々H本 人の 背 中 につ きつ

け られ た 短 刀 なの だ と思 わ ざ るを え ない,、

(検 査部 教授)

3



第26回

北海道地区大学体育大会
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第26回 北 海 道地 区 大 学 体 育 大 会は 、北 海道 大学 が当 番

校 と なり、7月14日 〔七)か ら7月16H(月)ま で の3日 間

に わた り、 全道43大 学 約4,700名 が参 加 して札 幌 ・江 別

市内 の 各 競技 場 で行 わ れた 。 本掌 か らは11種 目 に166名

が参hllし た。

じり じ りと 暑 くな った か と思 う と、肌 寒 い風 が吹 い た

りと い う気 ま ぐれ な天 気 の 中で 、選 手 達 は 善戦健 闘 した。

陸L競 技 は、2年 の 小黒 恵 司 君 が 、llOmハ ー ドル ・ モ

段 跳 σそ れ ぞれ2位 、谷井 廣 樹 君 が砲 丸投 げで4位 と な

っ た、

弓 道 は 、 女f-TLI人 戦 で4年 の 高橋 真理rさ ん が2位 。

剣 道 は 、 男 臼固人戦 で2年 の 原隆 志 君 がベ ス ト8入 り

した.

準硬 式 野 球 は 、並 い る強 豪 チ ー一ム を次 々 と ドし決 勝 戦

e教 育 大釧 路 分校 と対 戦 し4zrsで 惜 し くも敗 れ準 優 勝

に終 わっ た、,

各 種 目(団 体 戦)の 成 績 は 次 の と お り。

}∴∴㍉ 翼慧講 難1

準硬式野球

軟式庭球

バ スケ ッ トボ ー ル

バ レー ボ ール

サ ッカ ー

卓 球(男)

2回 戦

準 々決勝

準 決 勝

決 勝 戦

1回 戦

2回 戦

1回 戦

2回 戦

1回 戦

1回 戦
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旭 医 大10-0札 商 大

(6Lr11コ ー ル ド)

旭 医 大3-2道 都 短

旭 医 大4-0駒 沢 大

釧 教 大4-3旭 医 大

旭 医 大 不戦 勝 釧 教 大

樽 商 大4-1旭 医 大

旭 医 大 不 戦勝 道 都短

旭教k99-77旭 医 大

函教 大2-0旭 医 大

道 工大3-1旭 医 大

北 大3-1旭 医 大

旭 医大3-2北 星 園

4

※決 勝 トー ナ メ ン ト進 出 北 大

(女)〔f選)樽 商k3-0旭 医 大

旭 医 大3-1文 女 大

※決 勝 トー一ナ メ ン ト進 出 樽 商 大

バ ドミン トン1回 戦 旭 医 大3-2道 都短

2回 戦 札 商 大3-0旭 医 大

柔 道1回 戦 旭川 大4-1旭 医 大

剣 道(f選)岩 教 大3-2旭 医 大

旭 医 大3-1東 日大

※決 勝 トーナ メ ン ト進 出 岩教 大

乞、 囎一

弓 道(男 子)13大 学 中 、8位

(女f-)7メ ぐ層汐L和、4イ ケ

(学 生 、果)

{

一第
22回東日本医科学生

総合体育大会

・翫 陸上部旭医旋風

巻 き起こす.グ

7.20.31

第22Lu1東 日本 医科 学 生 総 合体 育 大 会(夏 季 大 会)は 、

東,,:大 学 医学 部 が主管 校 とな り7月20日 働 ～31日Wま で

の12日 間 に わ た り、東 日本の 医科(医 学 部)大 学 、34大

学約9,900名 が参 加 して、東 京都 内 の各 競技 場 で 熱戦 を繰

り広 げ た。

本 学 か らは、16種 目 に215名 が 参加 、-��t+績 で34大

学 中19位 と善 戦健 闘 した 。戦績 等 は次 の と お り,,
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準硬式野球2回 戦 旭医大

藤蘂 購撫

o‐iz

硬 式 庭球(男)は 準 々決勝 で弘 前kに3-4で 敗 れベ ス

ト8と な った 、

2回 戦

3[Ili戦

準 々 決 勝

〔女)211r}戦

旭医大

旭医大

旭医 大

旭医k

走高 跳3位 、4年

稲尾 茂 則 君 が円 盤

投3/立 と活 躍 、 ト

ラ ソ ク ・フ ィ ル ド

競 技 総 合で3位 と

な り、 旭医 旋 風 を

巻 き起 こ した,、

東北 大

大

大

大

大
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サ ッカ ーはt々 決勝 でf'葉 大 と女寸戦1-1の タ イと な

りPK合 戦 の 末1-3で 敗 れ ベ ス ト8と な っ た。

..r詮 鞠 ジ雛肺, .

晦 ㌶ 霧 箕 バ!.門.ぺ

1磐 ン

∴ 赫'^!、 擁 ～

霧 肇 潜 騨 協 響 「

論 瞬 州 凹 一 ・'慰
"',戸'狩 学,

1　幟 ノω獄3』1埼 鼠i準 々凋 券

2【・轍 旭[駄3-1帝 ・1(大1旭 医 ノq記 礫 大

バ ス ケ ッ トボ ー ル は 、準 決勝 へ進 出 、北大 と対戦 した

が60-83、3位 決 定 戦 で 日 大 と対 戦71-89で 敗 れ、惜 し

く も4位 に終 った,、

・ 〃 一'門 滴㌦
・2蜘

,∵7㌘ 驚 ぞ鷺 凝

3回 戦 旭医 大78-32昭 和 大

4回 戦 旭医k80-69新 浜1大

～隼々5央月券九旦[xミ.人(72-62¥手f大

バ レーボ ール(r選 リー グ)旭 医 大2-0

旭医 大2-0福 島 大 旭 医 大

(決 勝 トーナ メ ン ト)1回 戦 旭 医 大

卓球 は 、個 人戦 男子 シ

ングル スで6年 西野 茂 夫

一2Fがベ ス ト32
、 女fシ ン

グルス で3年 野 原 晶恵 さ

ん がベ ス ト16、 男fダ ブ

ル スで 西野 ・森 本(5年)

組 がベ ス ト16に進 出 した。

準 決勝

旭 医 大60-83北 大

i3・4位 決 定戦

1旭 医 大71-89「i大

順天 堂 大

2-0慶 応

1-2山 形 大

団 体 戦 は レ選 リー グ男子4位 、 女(5位 で 不通過 「

2回 戦 旭 医 大0-1

弓道 は、 団体 戦120射57中 で4位 、f固人(女 一∫一}では4

年 の 高橋 真理fき ん が優勝 と射 技優 秀賞 を獲 得 した 。

バ ドミン トン は 、個 人戦 男 子 シ ング ル スで4年 山 崎 ノll

雪 君 がベ ス ト8、 男 ∫・ダブ ル スで 山崎 ・小 原 〔5年1組 が

4位 とな った、、

男 子団体 戦1女r団 体 戦

1回 戦 旭医 大3-OIII〔1天 堂2回 戦 旭 医 大2-0日 医 メく

2回 戦 旭医ko-3新 潟 大 準々決勝旭 医 大0-2山 形 大

(学 生 課}

柔 道 は、 個 人戦

軽.量級 で6年 の小

池 能 宣 君 が3位 と

な っ たし 団体 戦 決

勝 トーナ メ ン ト旭

医 大1-2日 大

剣 道 団 体 戦 」㌃

選 リー グ不通 過

空 手 道1回 戦

旭 医 大2-1群 巨翻 く

信 州 大

第4回旭川医科大学医学教育ワークショップ

本 学 医学 教 育 ワ ー ク シ ョソ プは 、昭 和50年 か ら教 育 課

程 の 充 実 と適 切 な医 学教 育 の 効 果 を期 す た め これ まで3

回 にわ た り実施 して きた、、

今 年 は去 る8月1日 幽 本学 会議 室 を会場 に午 前9時 か

ら午 後5時30分 まで 、学 長 は じめ教 官 、研1彦医 、 ノく学 院

生 等38名 が参 加 し、次 の1題 ・目的 で実 施 され た、.

主題:初 年 度学 習 ヒのli者問題

目的:単 科医 科 大学 にお い て 、入学 初 年度 に留 意 す べ

き教 育 学 習kめ 髭要問 題点 を1り1らか に し、 そ の

解決 法 につ い て討議 す る,,

無 ◎ ・
魯 ウ

、 〆 窄.
鶴酬 酬

騨鴇_

海 毎

膚 甥
騰 櫛

・晦

鵡 轟 ゴ 辮 、
今 回 の ワー ク シ ョップ に は、 講師 と して大 阪 大学 医 学

部 助 教 授 中 川 米造 氏 をお招 き し助 言 ・指 導 をお願 い した、,

又、 参加 者の 中 には 、 本学 初 の 卒 業生6名 が加 わ り、

一段 と熱 の入 った討 議 が行 われ た
。

今 まで の ワー クシ ョップ を通 じて得 られ た成 果 は 、 今

後 の 本学 に お け る教 育 等 に大 い に役 立 つ もの と期待 され

る 。(学 生 課)

5



テ ニ ス 講 習 会

101)2011!D・21111111の2fl間 にわ た り葛 岡 威氏(昭 和

54年 匡i民体 育 ノく会成 で1こ女 ヂ監 督)ら6人 の講 師 を迎 え テ

.ニス講習 会が実 施 さ才「Lた。20日 は第5セ ミナー 室 に お い
ロ

て'「後5時 か ら7時30分 まで講 義 、21日 には午 前10時 に

テ ニ ス コー トに 集合 した が雨 の ため体 育 館 に移 動 して 、

午後3時20塗 劃 一

分 まで技 術

指 導 が行 わ

れ だ 、

両 日合 わせ

ての べ75名 霧

カご・受μ簿 し1人1

容 の 充 実 し

ノヒニイf、ミ董=義 な

講 習 会 と な

ノた..

な お 、 次

の と お』り・誕

講 生 か ら感 想 が寄 せ られ た

(学 生 課)

一 テニ ス講 習会 を終 え て一

実技 指 導の21日 は雨 の ため残 念 なが らグ ラ ン ドス トロ

ー クは出 来ず 体 育館 にて ボ レー 、 スマ ッ シュ を中心 に指

丁が行 われ ま した 、,講師 の フ レー を見て い る と 臼分 も そ

の つ もり にな るの で す が、 そ う うま くゆ かず 、 スマ ッシ

ュ な どX41_され て か ら空 ぶ りば か りの始 末 。 ダ ブル スの 模

範 試 合 は打球 の 速 さ、 コ ン トロー ル 、ボ レーの うま さ等

やは り国 体 ベ ス ト4の 実 力に感 心 させ られ ま した 。 こ れ

か らは も う少 し早い時 期 にや って も らえた らテニ ス ヒ達

に さ らに役 凱っ と思 われ ます 。(T・T)

あい に くの 天 気 で、 グ ラ ン ドス トロー クが出 来 なか っ

たの が残 念で あ った が、 いっ もや って いて 見す ご しが ち

な基 本技 術 を再認 識 で きた の は大 変 ため にな っ た。 是非

とも こ うい う企画 をも っ と行 って ほ しい。(1・0)

我 々 がテ ニ ス を して いて 最 も困 るこ と は、 しっ か り し

た コ ーチ が い な い こ とで あ る。 今 度 の テ ニ ス講習 会 は こ

れ を補 うた め に非 常 に意 義 の あ っ た もの だ と思 う。/¥後

この よ うな講習 会 が数 多 く開催 され るこ と を望 んで や ま

ない。(K・N)

今 回の 講 習 会 は 、テ ニ スの 基本 を理 解 し、身 にっ け る

.Lで 非 常 に有益 な もの だ った 。国 体 選 手 の テニ ス に対 す

る情 熱 に触 れ た こ とで 、 テニ ス とは ど うい うもの か 、 ど

の よ うな もの をめ ざす か を知 る こと がで きた。(K・H)

今回 の講 習 会で は、 指 導 して い た だ いた 方 々の テ ニ ス

に対 す る真摯 な態 度 を学 び ま した 。 又短 時 間で あっ た に

もか か わ らすご、,懇切 」包寧 な手旨)草、 印 象才朶いわ か りや す い

言葉 で の 説明 に よ り各人 がテ ニ スの基 本技 術 を確 実 に吸

収 し、 大 い に成 果 が み られ ま した。直 接 見 る国 体 選.1三の

模 範試 合 にも感 激 し ま した。 今後 この よ うな溝習 会 が 定

期的 に開 催 され る こ とを望 み ます 。(H・S)

(硬 式 庭球 部)

スキーの貸 し出 しについて

本学 で は学 生 諸君 の 課 外活 動 用 と して 、 スキ ー65台 、

歩 く ス キ ー40台 を 用 意 し、12月1日 か ら3月 中 旬 ま

で貸 し出 しを行 ってい る,、利 用 す る 者は 貸 し1唱し「1の2週

間 前 か ら 弄約 受 け付 け を す るので 、早 目に 申 し込 む こ

と。

(学 生 課)

講 義 実 習 棟 の 増 改 築 に つ い て
本f卜4月1月 付 けで 、本 学 医 学 科 の 入学定 員 が改 訂 され、20名 増 に なっ た こ とに伴 い 講義 実 習棟 の ・部 が増 改 築 さ

れ ま した ので お知 らせ します,,な お 、J二事 の概 略 及 び平 面 図 は次 の とお りで す 。

1.講 義 実習 棟2階 の改 築

1/従 来の 第8講 義 室 を模 様 替 え し、第1学 年 か ら第3学 年学 生 の 更衣 ロ ッカー を配 置 。

2)第3・4講 義 室 の拡 充3)'hi7u義 室 内 の座 席 数 を増 設(12月 完 成f定)

2.講 義 実習 棟4階 の 増 築(12月 完 成 予定)

1)LL室 の拡 充2)実asFI室 及 び心理 実 習室 の増 設

〔講 義 実習 棟2階 平 面 図 〕(関 係 分)〔 講 義実 習 棟4階 平 面 図〕(関 係 分)
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解 剖 体 追 悼 法 要

昭 和54年 度旭 川 医科 大学 解 剖体 追悼 法 要 は 、9月26日

(水)午 後2時 か ら 東本願 寺 旭川 別 院 に おい て行 わ れ たQ

本 年度 の法 要は昭 和53年9月1日 以 降昭 和54年8月31k3

までの 間 に医学 発 展 の ため に尊 い遺 体 を提 供 され た120

体 を対 象 と し、来 賓 ・遺 族100名 、 本学 関係 者60名 、学

生100f,の 参 列の も と、厳 か に御霊 が供 養 された 。

また、法 要終 ∫後 、近 文墓地 内 にあ る納 骨 堂 で は 御遺

族 をは じめ70名 が参拝 した,.(学 生 課)
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9月12日(水)、 学 生 ・教 職 員 のべ400名 の 参加 によ り、

体ii会 が 行 われ だ,当 日は吉 空の 広 が る スt一 ツ 日和

と あっ て 、 グラ ウ ン ドで はサ ッカー ・ソ フ トボ ー ルの各

参加 チ ーム が汗 を流 しなが らのf.thd争 い と なっ た ・方

体 育館 で は バ レーIt一 ルの熱 戦 が続 き盛 ん な声援 が送 ら

れて い た、,成績 は次 の とAJ'り、、サ ッカ ー1位4年 チー ム

2位2Bソ フ トボ ール1位 メー ジ ャー チー ム2位

バ カボ ンズ スペ シ ャル バ レー ボー ル1位 職 員 チ ーム

2fL=疋4でト

(学 生 課)

路 上 駐 車 に つ い て
大学構 内 にお け る路 ヒ駐 車 につ い ては 、再 モ注意 を呼

び かけ て い るが、 依然 と して少 数 の 者の路 ヒ駐 車 が続 い

て い る、、駐 車場 へ の駐 車 がi・分 ・r能な状 態 で あ りなが ら、

この よ うな行 為 が兄 られ るこ とは非 常 に残 念で あ る、,

言 う まで もな く、路L駐 車 は、通 子fの障害 と な るば か

りで な く脚1敬の 危 険 が増 大 し、 更に積 帯 期 を迎 え除雪 作

業 の妨 げ に もな る.,

自動 屯通 学 者渚 君 の良 識 あ る!`1.1.規制 を望 む。

斜線部分は駐車場

()は 収容台数 (学 生 課)

120.

恥も .府ド ト究.・・室 鍬紹 .∴介 鏡

■ 生化 学 第 二講 座 口 重 川 宗 一・

我 々の研 究 室 は 、金沢 教 授 、 高桑 、桑 山両 助 手 、片 波

見研 究 生 、 事務官 松 村 さん 、助教 授 重 川 の6人 の メ ンバ

ー か ら構 成 され て い る。創 設 され たの が 、昭 和52年 末 な

ので 大変新 しい教 室 で あ る が、約2年 た った現 在 、 一応 、

教 育 及 び研 究 の態 勢 はほ ぼ整 った と言 えよ う。 研 究室 の

仕 事 の テ ー マ は、筋 細胞 膜 系 に存在 す る カル シ ウム ポ ン

プ の作 用 メカニ ズム を分r・ レベ ル で明 らか にす る ことで

あ る。 材料 と して 、 ウサ ギ骨 格 筋 か ら調 製 した筋小 胞 体

標 品 、モ ル モ ッ ト心 室 筋 か ら調 製 した細 胞 形 質膜 標 品 を

1三と して 用 いて い る。 これ 貞の カ ル シ ウ ム 輸 送 系 は 、

ATPを 分 解 し、その際 放 出 され る化学 工 才・ルギ ー を#illli

して 、濃度勾配 に逆 ったカル シウム イオ ンの輸送 を行 う能 動

輸送 系 で ある、筋小 胞 体 によ るカル シウ ム輸 送 及 びそれに

共役 す るATP分 解 反応 の 研究 は、過 去約20年 の長 い研 究

の歴 史 を も ち、研 究 者の 数 の 多 い大 変競 争 の激 しい分野

で あ る。 我 々の 研'Jia・が、 新設 で あ る と い うハ ンデ ィキ

ャ ッフ に もめ げず 、 金沢 教授 以 ドによ って 、現 在 すで に、

この 分野 を リー ドす る 重要 な発 兄が な され、 又 な きれつ

つ あ るの は 大変 喜ば しい こ とで あ る。心 筋 細胞 形質 膜 の

カル シウ ムホ ンフの研 究 は 、 この 研 究室 で は 、 今 年の4

月か ら始 め た もの で あ る が、 この 分野 自体 も歴 史力桟 い、、

これ まで 、 この分 野 で は 、不i'分 な研 究 しか な さ れ て

い なか った ので 、 この研 究 室で の 仕 事の 成 果が期 待 され

る、、

とこ ろで 、我 々の 研究 室 は 、臨 床 研究 棟 の最L階 にあ

る。8階 か らの周 囲 の風 景 は 、抜 群 の美 しさで 、 この 研

究 室 を訪 れ る人 々 によ って 、Jほ め のL;嚢 をい た だ く こ

と が 多し㌔ エ レベ ー ターの お か げで 、8階 とて あ ま り不

便 も感 じ られず凸 、研究 室 が8階 にあ る と い う・擦望を 大

変 感 謝 して い る。

研 究室 の メ ンバ ー一につ いて 言 え ば、現 在 、2人 のみ が

独身 で あ る。 しか し、 この う ちの1人 が12月 に結 婚 す る

r定 なので 、最後 の1人 は 貴重品 と なろ う、、研 究室 の メ

ンバ ー で 変 わ った点 と言 え ば、 メ ンバ ー が種 々のback-

groundを も一,てい るこ とで あ ろ うか 。 金 沢 教 授 は、 医

学 部 生理 大学 院 を出 られ た あ と長 らく理 学 部生物 で生 体

膜 の イオ ンボ ンプ の研 究 に従 事 されて こ られ た、、又、我

々 には 内科 出身 者 が3人 も い る。後 者の 点 につ いて 言 え

ば 、 ア メ リカで は 、比 較的 多数 の 人 々 が臨 床 とJ,!礎 と両

方 をや っ てい るよ うで あ る けれ ど も、 日本 で は 数 多 くは

ない と聞 く。 病態 生理 、病 態 生 化学 的 研 究 に は、 比較 的

長 い両 者 の経 験 が 有用 で あ ろ うか ら、 そ うい う意 昧 で 、

我 々の 研 究室 の これ らの 人 々 は、 ユ ニー クで あ る と 誌 え

るか も しれ な い。

(ノLイヒ'』}そ第 二二言簿厘を 且力孝交Jr受)
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ラグビー部

%旭 川 ラグビー協会会長杯争奪戦 優勝

劣～i%道 央選手権 優勝

卓球部

5月 道医体Aリ ーグ優勝 、Bリ ーグ準優勝

陸上競技部

%加 盟団旭川支部大会 山本圓1,500mi位

%一.%春 季全道学生選 手権 山本圓1,500m1位800m2位

小黒1曹一三段 跳1位 、走高跳4位 、110皿H6位

%秋 季全道学生選 手権 山本飼1,500m1位800m1位

小黒慮.こ段跳2位

バ ドミン トン部

…%;is31口laヒ1毎 道[タミ手斗学 生 ノ{ド ミン トン 人こ会

(男 一∫一)卜flf本戦2位

個 人戦 シ ングル ス 山崎σ1う1位 小 原繭3位

ダブル ス 小 原敦 ・山 崎佐)2位 棚1尺 ・長 谷3位

(女 ∫一)団 体 戦1位

個 人 戦 ダブ ルス 中野 ・寺 田(小 杉)1位

男f新 人戦 シ ングルス ・ダブルスとも3位 まで独占

バ ス ケ ッ トボ ール 部

%北 医 体3位

%一%旭 川 夜 間 バ スケ ッ トボ ー ル 大会 優 勝

サ ッカ ー部

%～%旭 川 社 会 人 リー グ 準優 勝

%～%旭 川 学生 リー グ 優 勝 イ ンカ レ道 北 代 表

%～%イ ン カ レ全 道 ベ ス ト8

山岳 部

一%春lil合 宿 富 良野 岳%～%夏 山 合宿 トム ラ

ゥ シ、その 他 知 床遠 征 、大雪 山、十勝 岳 、美瑛 岳 等 山 行 多数

ア ーチ ェリー ク ラ ブ

%新 人 戦6位 、7位

医療 研 究 会

/29"'S1幌 加 内 に て合 宿

%～%大 学 祭 に て 「地 域 医 療」 発 表 会

%医 ゼ ミにて 「農 村 医 療」 分 科 会担 当

%～%幌 加内 にてフィル ドワー ク(家庭訪問 、検 診、座談会)

世 界旅 行研 究 会"Vagabond"

一%大 学 祭 参加 出 国 会 員6名
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鱗'
経験ということ 一

医学 生 に な りたて の頃 、子 供 の時 分 か らの か か りっ け

の 内科 医 に こ う言 われ た,。 「君 も医者 に な るな ら泥 棒 以

外 の こ とはi"1で もや るつ も りに な る といい よ。」 未 だ10

台 の私 は 、 この お祝 い と して は変 な言葉 に戸惑 い、撫 然

と した もの で あ る,,年 がた っ にっ れ て 、 これ が臨床 医 と

しての 心構 え を、 あの 先生 流 に 教 えて くれ た もの で あ る

こ と がわ か るよ うに な った 。実 際 、患 者 の訴 えは も ち ろ

ん 、 その心理 状 態 まで理 解 す る には 、医 師 は知 識 だ けで

な く、出 来れ ば幅 広 い 人生経 験 を持 っ こ とが必 要 と思 わ

れ る。

人間 とい うの は浅 は か な もの で 、 自分 が体 験 しな い こ

とは、 なか なか 本当 の意 味 で は理解 出来 ない もので ある。

'r'い話 が優 等生 には留 年学生 の 挫折 感 はわ か ら ない し、

失恋 した こ との ない 者 には 、 あの絶 望 感 は 不 ・∫思議 に思

わ れ るだ ろ う。 どん な経験 で も、特 に それ がつ らい こ と

で あ った り悲 しいこ とで あ れ ば、 そ れ に打 ち克 ち、 それ

を乗 り越 え よ うとす る努 力 の中 に経 験 が積 ま れ、物 事の

本 質 が理 解 され、 人 間性 が向 上され る。

た だ し、 あ らゆ る こと を理 解 す るの に経験 が必 要 だ と

い うこ とに な れば 、 一生 かか って も不 可能 で あ る。 幸い

人 間 に は同感 す る とい う能 力 が あ る。激 しい 腹痛 で 苦 し

む 人 を 見て 、 その 苦 しみ を その ま ま経 験 す る こと は出 来

な くて も、rr時 か指 先 を 一≠切 った時 の 痛 み を思 い出 し

て 、 そ れ を拡 大 して み れば 患者 の 苦 しみ に近づ くこ とは

出来 る。 また 友 人の悩 み を聞 き、 それ に対 す る解 決 策 を

一緒 に考 えて い る過 程 で 、 友 人の悩 み を恰 も自分 の悩 み

で あ る かの よ うに共感 す る こ とは 出 来 る。

自分 自身 の経 験 には 限 りが あ る か ら、医 師 を志 す 者 は

進 んで 機 会 を捕 えて経 験 を豊 か にす る と同時 に、 他 人 の

経 験 を も自分 の もの とす る とい う一種 の 貧 欲 さが必 要 で

あ ろ うと思 う。 よ く言 われ るよ うに、医 師 は病 気 を なd]

すの で は な く、患 者 を なお す もの で あ るか ら、患 者 の 身

に な って感 じ、患 者 の身 にな って 考 え る とい う態 度 が根

本的 に要 求 され る。 その た め には 自分の 年 令 とと も に蓄

積 され る経 験 を漫然 と待 っ て はい られ ない ので あ る。

20才 前後 の 人生 の 中で 最 も輝 か しい6年 間 一 そ うい う

実感 は ない か も知 れ な いが 、 そ うで あ る こ とは確 実 な の

で あ る を と もに過 ごす こ と が如何 に貴重 な もの で あ る

か を肝 に銘 じ、未 熟で はあ っ て も 圧いの経 験 を 自分 の も

の と して 人間 的 に成 長 す る努 力 を忘 れ ない で欲 しい と思

う。

(眼 科 学 講座 教 授)
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